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数学 iPad、タッチペン、アプリ「Jamboard」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中A S・R

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

図や表を用いて自ら操作しながら学習する

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

練習問題をJamboardを用いて学習する

板書を写真にとってJamboardに張り付ける

図や表を自分なりの方法で表現しようとする様子が見られた

家庭でもiPhoneを使用しているため抵抗感無く使用できている

iPadの誤操作が多い

中学部
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生活単元学習
「発芽の実験」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中C M・K　T・K　N・M
W・K　M・I　T・M

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

iPad

＜学習のねらい＞

発芽に必要な条件を考え、予想を立てた上、毎日観察をする。

毎日iPadで写真を撮り、変化を記録する

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

毎日決まった時間に、発芽の様子を記録していく。

日々の変化を、画面をスライドするだけで見られる。

予想外の結果に驚いていた。（芽が出ないと思っていたので出た！）

中学部
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＜学習のねらい＞

提示された２つの絵の中から、自分の手元にある絵と同じものを選択する

現在は絵カードの理解、将来的には文字の理解につなげたい

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

2つの絵カードの内、手元にある絵カードと同じ絵を、音がなる方に入れる

正解の方を選択した際は、一緒にはめる。

音がなることで正解であることを確かめられていた。

音がなったりはめた感覚があったりすることで達成感がある

側臥位での提示の際は、扱いにくい。

自立活動課題別の指導
「同じはどっち？」

正解に絵をはめると「ピンポン」と音がなる

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中D S・R

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

中学部
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課題別学習

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中E W・H
＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

 GIGA-iPad、シンプルタッチスイッチ

 iPadタッチャー

＜学習のねらい＞

普段から使っているiPadタッチャーとスイッチ教材を使い因果関係を学習する。

赤丸ボタンスイッチ（自立活動部）だと叩きつけるように押してしまうので、優しく触
れるシンプルタッチスイッチを用いることにより力加減を調整する。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

シンプルタッチスイッチに触れて、スライドショーを再生したり、自撮りカメラの
シャッターを押したりする。

授業の振り返りで使用している写真のスライドショーを見たいという本人の意欲がスイッチ操
作に繋がっている。

自撮りカメラをインカメにすることで、自分の顔や映る友だちや教員の姿も意識でき、関りや
認識をもつことができる。

スイッチを使わず、指でiPadの画面を操作させたいことを最終目標にするとしたら、どのよう
な段階を経れば良いのか。

中学部
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身体の学習
アプリ「スプレッドシート」

アプリ「ドキュメント」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中A・B S・R

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

生徒自身が自分の身体の状態を把握し、伝えられるようにする

日々の体調を記録し,指導に生かす

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

身体の学習の前にその日の体調をまとめる

身体の学習の後に振り返りを行う

やり取りの中でもまとめた内容を伝えられるようになってきた。

生徒がまとめる必要があるか検討が必要

中学部
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教科「音楽」
棒スイッチ
楽器たたき機
（TAMIYA3速クランクギヤ―box使用）

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中E A・T
＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

普段から使っている棒スイッチと、【楽器たたき機】を使い因果関係を学習する。

メトロフォンを鳴らす方法として直接、ばちを握ることが難しい為、スイッチ教材と
【楽器たたき機】を用いることで棒スイッチを押すことだけに集中する。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

鳴らしたいメトロフォンの鍵盤にばちを附けた【楽器たたき機】をセットし、棒スイッ
チを押すことでモーターが動き、ばちが叩きつけられる仕組みを理解し繰り返す。

普段から使っている棒スイッチなので、【楽器たたき機】を関連づけて使用する仕組みの理解
が早かった。鳴らしたい＝棒スイッチに触れるということだけに集中することができた。

ばちにグリップ等の自助具を使用しても握る際の力加減が難しいので、棒スイッチと【楽器た
たき機】を使用することでメトロフォンの音をしっかりと繰り返し鳴らし聴くことができた。

【楽器たたき機】のモーター音が若干大きいので、メトロフォン等の繊細な音はマイクでひろ
う必要がある。（モーターを組み立てる時の技術を要する。）

中学部


